
８月は「人権文化をすすめる市民運動」の
推進強調月間です
　市では、人々がお互いを尊重し、多様性を認め合
い、差別に気づき、年齢、性別、出生地、国籍、障害
などの有無にかかわらず、一人ひとりがもつ能力
を発揮できる、共生による人権文化が根づいた「く
らしづくり」を目指しています。
　さらに、県では、８月を「人権文化をすすめる県
民運動」の推進強調月間と定めており、各種の啓発
事業が展開されます。市においても、県の運動趣旨
に賛同し、「人権文化をすすめる市民運動の推進強
調月間」として、啓発活動を強化します。

「人権文化」とは
　日常生活の中で、お互いの人権を尊重すること
を自然に考えたり、行動することが定着した生活
様式をいいます。
例混んだ電車やバスでお年寄りや身体の不自由な
　方 に 出 会 っ た と き 、声 を か け た り 、自 然 に 席 を
　譲ったりする
例雨の日に車で歩行者のそばを通るときに車のス
　ピードを落として、泥水がかからないようにす
　るなど、ほかの人のことを考えた行動をとる

推進強調月間に実施する事業

　♳市内公共施設等にのぼり旗を設置

　♴街頭啓発活動として、8月4日㈫18時からや

　　しろショッピングパークBio、Aコープ滝野

　　店、マックスバリュ東条店で人権擁護委員の

　　方を中心に啓発活動を実施します。　

㉄市民協働部人権協働課（庁舎1階）

　担当：堀江実早　☎43-0544

令和2年度就学義務猶予免除者等の
中学校卒業程度認定試験について

  病気など、やむを得ない事由により、中学校への就学がかなわなかった方等について、中学校卒業と同等
以上の学力があるかどうかを認定するために国が行う試験（就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認
定試験）があります。合格すれば、高等学校の入学資格が与えられます。

試験日　10月22日㈭　試験会場　兵庫県民会館　願書受付締切　9月4日㈮　
※申込方法等、詳細は学校教育課にお問い合わせください。
㉄こども未来部学校教育課（庁舎4階）　担当：青木敢也　☎43-0541

新しい人権擁護委員に大西さん

就任
　このたび、新しい人権擁護委員に大西拓也さん

（平木）が就任され、法務大臣から委嘱状が交付
されました。任期は、令和 2 年 7 月 1 日から 3 年
間です。

退任
　平成 26 年 7 月から 2 期 6 年にわたり、人権擁
護委員を務めていただいた中谷眞佐惠さん（上鴨
川）が任期満了のため、令和 2 年 6 月 30 日をもっ
て退任され、法務大臣から感謝状が贈られました。

㉄市民協働部人権協働課（庁舎１階）
　担当：小坂淳子　☎43-0544

兵庫教育大学大学院学校教育研究科の
学生を募集

　令和３年度に入学する大学院学校教育研究科
（修士課程・専門職学位課程）の学生を募集しま
す。

11 月選抜　 
定員  300 人
出願方法 　郵送　※簡易書留に限ります。
出願期間 　10 月 12 日㈪～ 19 日㈪　※必着
試験日　 11 月 21 日㈯
※出願に関する詳細は、兵庫教育大学ホームペー
　ジをご覧ください。

大学院学校教育研究科説明会を開催
　大学院学校教育研究科説明会を加東市、神戸
市、およびインターネット上で開催しています。
詳しくは、大学ホームページをご覧ください。
　
㉄兵庫教育大学入試課　☎44-2067
　https://www.hyogo-u.ac.jp/

災害時等における宿泊施設の提供等に関する協定を締結
　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、これまで、過密になりがちであった避難所のあり方を
見直し、3密（密閉、密集、密接）対策をする必要があります。そのため、安全確保が可能な場合は、在宅避難
のほか、親戚・友人宅に分散しての避難のほか、ホテル等の宿泊施設を避難所として活用することが求め
られています。
　この度、市ではホテルグリーンプラザ東条湖を大規模災害時の避難所として活用させていただくため
に、公友不動産株式会社様と協定を締結しました。これにより、市内で災害救助法が適用されるほどの大
災害が発生した場合、高齢者や妊婦のような災害時要援護者を中心に、ホテルグリーンプラザ東条湖で長
期避難生活を送れるようになります。
※市内の福祉施設も災害時要援護者の避難先として活用させていただけるように、協定の締結を進めています。災害
　発生時にどこに避難していただくかは、市と各施設との調整によります。

㉄総務財政部防災課（庁舎4階）　担当：上月克己　☎43-0403
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